
年度 2008  前学期  曜日・校時   水曜日・１校時    必修選択     必修 単位数   1 

授業科目/(英語名) 総 合 英 語 I  (Comprehensive English I ) 

対象年次   1 年生 講義形態   演習 教室  

対象学生(クラス等)   Kc （環境科学部）           科目分類   外国語科目（ 英 語 ） 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員： 松 元 浩 一   /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：kmat@nagasaki-u.ac.jp  /研究室： 教育学部 ６１９ 号室   /TEL：     
/オフィスアワー：水曜日１２：００～１２：５０ 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 (500 文字) 
授業のねらい： 
    （１） ＴＯＥＩＣ，ＴＯＥＦＬ等の読解テストにも役立つように英文を文法的に正確に読み解けるようにする。速読の練習も 

必要に応じて行う。 （２） 文中の語句や表現を習得し、英語による表現に応用できるようにする。 
 

授業方法： 
   （１） 演習形式。予め指定された箇所を全員が語句や表現の意味を調べ、内容を発表できるように準備する。授業中に

ランダムに指名して発表してもらう。 （２） 着実に英語の力をつけるために確認テストを 3 回程度行う。 （３） おり
       にふれて、リスニングの訓練も行う （ただし、主たる目的は読解力の養成である）。 
 
授業到達目標： 
   ＴＯＥＩＣ，ＴＯＥＦＬ等の読解力テストで７０～８０％の正解が得られるような力を身に付ける。 
 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)  (1300 文字)  
授業内容（概要） 

What the Neighbours Did and Other Stories は８篇の短編作品からなる。いずれも少年少女の目を通して、自然 
 や人間とのふれあい、その新鮮な驚きや歓びが正確な筆致で描かれ、ユーモアで色付けされている。 

 

第１回   授業の進め方、評価の説明、教科書の説明、単元 What the Neighbours Did pp. 7-10. 
第２回    What the Neighbours Did, pp. 11-18. 
第３回    What the Neighbours Did, pp. 19-21; In the Middle of the Night, pp. 22-27 
第４回    In the Middle of the Night, pp. 28-35 
第５回   確認テスト (1) 試験後に解説、その後リスニングの訓練 
第６回   The Tree in the Meadow, pp. 36-43. 
第７回   The Tree in the Meadow, pp. 44-52.    
第８回   Fresh, pp. 53-60. 
第９回   Fresh, pp. 61-68. 
第１０回  確認テスト (3) 試験後に解説、その後リスニングの訓練 
第１１回  The Great Blackberry-Pick, pp. 100-107. 
第１２回  The Great Blackberry-Pick, pp. 108-116. 
第１３回  Lucky Boy, pp. 124-131 
第１４回  Lucky Boy, pp. 132-139.   
第１５回  授業の総括（定期試験を含む） （確認テスト (３) およびその解説、リスニングの訓練 (通常授業) ） 
 

上記 「授業方法」 に示したとおり、授業ではランダムに指名して予習した内容を発表してもらうので、指定された箇所の 
語句、表現、文法事項を十分調べておくこと。 

キーワード 読解力の養成  文法、語句、表現の習得 
教科書・教材・参考書 
 
 
 

 
読解 Philippa Pearce. 1975. What the Neighbours Did. London: Puffin Books.～各自購入のこと 
聴解 Tatusro Yamazaki. 2002. Japan Update. Tokyo: Kinseido.～購入不要 （印刷資料を準備する） 
 

成績評価の方法・基
準等 

 
授業時の発表 ５０％  確認テスト (1)～(3) の成績５０％ 
学生便覧にあるとおり授業総回数の 3 分の 1 以上欠席し学生は受験資格を認めない。 
 
 

受講要件(履修条件) 履修便覧や全学教育の規定にあるとおり、原則として全回数授業に出席しなければ単位として 
成立しない。 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

上記 「授業のねらい」 に提示したとおり。 
 

備考(準備学習等) 要望：授業には常に英和辞書か英英辞書を持参すること。 
 

 


